
活動報告テーマ

児島しごと博（高校生を対象とした地元の企業や
産業についての理解を深める異業種交流会)の開催

「第13回若手技能者の採用や育成に資する活動に
対する助成【助成B】」

活動期間：2023年1月～現在も継続して活動中
発表日 ：2024年2月28日(水)

株式会社 児島技研
守りたいのは未来の暮らし



会社概要
■社名 株式会社児島技研
■所在地 岡山県倉敷市児島田の口7-1-20
■設立 1994年 4月
■資本金 2000万円
■社員数 28名(18歳～72歳まで幅広く活躍)
■代表取締役 尾﨑祐一

(元戸田建設（株）社員 2012年～2019年在籍)
事業内容

地中に埋設されている排水管や水道管等のインフラの調査⇒設計⇒工事
⇒維持管理の一連の業務をワンストップで対応できることが強み

工事部門 測量部門 管内カメラ調査部門 漏水・地中探査部門



背景: 中小企業の採用における課題解決

地元の中小企業と高校生を繋ぐ体験型イベントを2021年から開催

高校生
□高卒就職者の早期離職

□職業・社会に関して得られる情報量
が少ない(地域で働く大人のリアルな姿)

□コロナ禍により応募前見学・訪問・イン
ターンの中止

企 業
□地元・若手人材の採用難

□広域開催のジョブフェア
⇒採用に繋がらない

地元高校生と地元企
業の関りが少ない



2022年7月 9日 第2回 児島しごと博（開催場所 児島市民交流センター）
                            倉敷鷲羽高校・倉敷翔南高校 ３年生４８名
                            企業／１０業種１１社 (建設業1社)

2021年2月 （株）児島技研が倉敷市実践型インターンシップに参加
約1か月大学生2名と共に、異業種を巻き込んだ体験型の
交流会を企画立案

2021年7月17日 第1回 児島しごと博（開催場所 児島市民交流センター）
倉敷鷲羽高校・倉敷翔南高校 ３年生５６名
企業／１０業種１１社 (建設業1社)

これまでの歩みと戸田みらい基金の活用対象

戸田みらい基金活用 参加企業を増やし、学生の職業の選択肢を増やす
参加学生を増やし、企業と高校生の接する機会を増やす



目的：児島しごと博を進化させ、地元の発展につなげる

高校生 ☞ 働き方・地元企業を知ることができる
☞ 職業を知り、早期離職率の低下につながる

企 業 ☞ 自社商品や仕事内容・職種等のPRができる
☞ 高校生との関わる機会が増える
☞ 人材の確保につながる

継続的に地域と学校が連携し、3年一貫のキャリア教育を目指す

地域社会

就職・採用

• 地域の大人と関わり
• 地元の企業理解を深め、地元就職を推進
• 自らの将来を考える機会に
• 建設企業が率先することで、建設業界のイメー
ジアップと担い手確保につなげる



30

企業紹介パンフレットの印刷・製本費用(参加企業の費用負担ゼロ)

助成金を活用 ※表紙デザインは鷲羽高校生作



企業紹介パンフレット

企業紹介パンフレットの印刷・製本費用(参加企業の費用負担ゼロ)

助成金を活用
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専用ホームページ Instagram

児島しごと博専用HP・インスタグラムの開設、ロゴマーク作成
助成金を活用

ロゴマーク

キャッチフレーズ
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活動内容 児島しごと博当日の流れ
開会式 企業

開会式 高校生



30

活動内容 児島しごと博当日の流れ

会場の様子



成果①建設業会のイメージアップ、魅力発信、担い手確保



成果①建設業会のイメージアップ、魅力発信、担い手確保



成果②幅広い職種を紹介し高校生の将来の選択肢を増やす



成果②幅広い職種を紹介し高校生の将来の選択肢を増やす



2022年7月 9日 第2回 児島しごと博（開催場所 児島市民交流センター）
                            倉敷鷲羽高校・倉敷翔南高校 ３年生４８名
                            企業／１０業種１１社 (建設業1社)

2023年7月 8日 第3回 児島しごと博（開催場所 岡山県立倉敷鷲羽高校）
           倉敷鷲羽高校・倉敷翔南高校 ３年生45名(就職学生のみ)
     企業／１０業種２３社 (建設業6社)

2024年3月 2日 第4回 児島しごと博（開催場所 岡山県立倉敷鷲羽高校）
(開催予定) 倉敷鷲羽高校・倉敷翔南高校 ２年生150名(全員参加)

企業／１０業種３０社を上限

成果③参加企業・参加学生を倍増し、イベントを活性化

戸田みらい基金活用 参加企業を増やし、学生の職業の選択肢を増やす
参加学生を増やし、企業と高校生の接触機会を増やす



どのような効果が生まれたか？
 継続することで建設業界のイメージアップと若手の担い手確保に繋が
りつつある（応募有り）

 企業側は、若手社員を参加させて直接学生と接することで、仕事や
業界の魅力を伝え、自らの仕事に誇りと自身を持つことができる

 学生側は、興味のある業種について、目で見て触れて、自ら体験でき
る点が高評価だった

 企業側の創意工夫の甲斐もあり、ただ聞くだけの説明会とは画一した
印象を与え、学校側からも高い評価を頂けている



御 礼
 戸田みらい基金様のご支援により、児島しごと博をスケールアップし、建
設業界のイメージアップと若手の担い手確保に繋げることができました。
改めて感謝申し上げます。

 児島しごと博は地元人材と地元企業のマッチング要素が強いですが、
今後地元工業高校と建設業者との交流イベント等も検討し、戸田建
設様、利友会協力業者の皆様にも、担い手確保に貢献できる会社を
目指していきたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。

株式会社 児島技研
守りたいのは未来の暮らし
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